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 １ 調査名称：町田市都市・地域総合交通戦略策定調査業務委託 

 
 ２ 調査主体：町田市 
 
 
 ３ 調査圏域：町田市内（関連周辺地域含む） 
 
 ４ 調査期間：平成２０年度～平成２１年度 
 

５ 調査概要：  

町田市では、町田市基本構想・基本計画（2003年度改定）に示す「人が集まり、

豊かにすごせる魅力あるまち」、町田市都市計画マスタープラン（1999年度策定）

に示す都市づくりの構想や分野別方針の実現を図るための交通施策の基本方針と

して、2006 年2月に町田市交通マスタープラン（以下、「交通マスタープラン」

という。）を策定した。策定にあたっては、2004 年度に交通実態調査及び交通意

識調査を実施し、この基礎データ等に基づき、2030 年を計画目標年次とした。 

この交通マスタープランにおいて定められた「目指す交通の姿」や基本目標で

掲げた「成果指標と目標水準」を着実に実現していくためには、ハード・ソフト

の総合的な施策展開について、より具体的な戦略が必要である。 

本調査業務委託は、その戦略となる「町田市都市・地域総合交通戦略」を策定

することを目的としており、２ヶ年間で実施を予定している。 

初年度は計画条件の検討設定、政策目標の検討、交通施策ニーズ調査の実施・

分析を行い、短・中期的に実施すべき重点施策の方向性を定めた。 
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＜調査成果＞ 

 

１ 調査目的： 町田市では、町田市基本構想・基本計画（2003年度改定）に示す「人

が集まり、豊かにすごせる魅力あるまち」、町田市都市計画マスター

プラン（1999年度策定）に示す都市づくりの構想や分野別方針の実現

を図るための交通施策の基本方針として、2006 年2 月に町田市交通マ

スタープラン（以下、「交通マスタープラン」という。）を策定した。

策定にあたっては、2004 年度に交通実態調査及び交通意識調査を実施

し、この基礎データ等に基づき、2030 年度を計画目標年次とした。 

この交通マスタープランにおいて定められた「目指す交通の姿」や

基本目標で掲げた「成果指標と目標水準」を着実に実現していくため

には、ハード・ソフトの総合的な施策展開について、より具体的な戦

略が必要である。 

本調査業務委託は、その戦略となる「町田市都市・地域総合交通戦

略」を策定することを目的とする。 
 

２ 調査フロー 

、 、 、・総合交通戦略の視点 枠組み 目標年次 計画区
　域等を設定

、・交通施策代替案の複数検討 比較評価

、・アンケート調査 ヒアリング調査
・施策の進捗状況調査

、・課題の整理 短期・中期の目標設定

市
　
　
民

、 、 、・実施手順 実施時期 実施主体・手法 技術的
　課題等検討

、 、・交通施策の仕組み 進行管理体制 関係者の
、 役割と責務 市民参加手法等の推進方策について

 の検討

・素案作成
・原案作成

、・総合交通戦略の策定 概要版
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３ 調査圏域図 
 

 



4 

 ４ 調査成果 

 

第１章 計画条件の検討設定  
項 目 内 容 

視点 ・町田市交通マスタープランに示す「だれもが不便なく移動できるまち」の実現の

ための各施策について、短・中期的な政策目標（戦略目標）を定める。また、そ

の政策目標を実現するための施策パッケージと、施策の展開方針を交通戦略とし

て定める。 
枠組み ・町田市交通マスタープランを着実に推進していくための、とりわけ短期的な戦略

と位置づける。 
目標年次 ・都市・地域総合交通戦略は交通マスタープランの短期的な戦略であり、概ね５ヵ

年以内とする。 
・また、概ね５年後には再度、都市・地域総合交通戦略の点検・見直しを行ってい

くものとする。 
計画区域等 ・町田市交通マスタープランで定める対象区域は、町田市全域であり、本総合交通

戦略の計画区域も同様とする。ただし、周辺地域などと連携が必要な施策につい

ては、関係者と十分に協議・調整を行っていくこととする。 
 

第２章 政策目標と数値目標の検討作成 
 
２－１ 政策目標の検討 

  ・全市的な政策目標は、上位計画・関連計画を踏まえ、「路線バスが利用しやすく

不便なく快適に移動できるまちにする（総合的な路線バス対策）」と設定する。 
  ・中心市街地における政策目標は、「中心市街地に訪れるだれもが回遊して楽しめ

るまちにする（駐車・駐輪、物流貨物車対策）」と設定する。 
 

路線バスをより利用しやすくしま
す

だれもがより楽しく滞在できる中
心市街地にします

現状に的確に対応し、効果的に交
通渋滞や道路混雑を解消します

商業・文化芸術
都市

〈町田市中期経営計画より〉

　

〈町田市地域活性化懇談会より交通関連テーマを抜粋〉

　　　　　　

交通街づくり

中心市街地活性化

観光・ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ・
文化芸術振興

環境先進都市
子育て・保健福祉

のまち

<町田市交通マスタープラン>
交通対策の基本目標

だれもが公共交通を使って不便なく
移動できるまちにする

交通による環境負荷や交通事故の
少ないまちにする

だれもが中心市街地へ訪れやすく、
回遊して楽しめるようにする

人やモノが早く、正確に、信頼性高く
移動できるまちにする

優先的な交通対策
（重要度が高く、かつ満足度

が低い交通施策）

<交通施策ニーズ調査より>

《全市的な政策目標》
総合的な路線バス対策

《中心市街地の
政策目標》

駐車・駐輪、物流貨物車対策

交通安全を推進します

環境負荷の少ない交通利用を推
進します

《全市的施策》

《中心市街地施策》

市民協働のまち

総合交通戦略の政策目標の方向性

路線バスが利用しやすく
　不便なく快適に移動できる

　まちにする

中心市街地に訪れる
だれもが回遊して

楽しめるまちにする

多
く
の
市
民
が
重
要
と
回
答　

交
通
施
策
ニ
ー
ズ
調
査

 
図 政策目標の設定 
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２－２ 数値目標の検討 
  
 （１）成果指標の設定方針 
  ・成果指標は、上位計画・関連計画を踏まえつつ、政策目標の実現に向けて必要と

なる指標を設定する。 
・また、成果指標の設定に当たっては、「市民へのわかりやすさ」、「現状と事後（施

策実施後）の変化の把握しやすさ」、「データ入手の難易度（法定調査・統計デー

タ、簡易な実態調査等でＰＤＣＡが可能なこと）」、「可能な限り交通、社会、環

境等、幅広い視野からとらえること」に留意して設定する。 
   
（２）目標年次 

  ・総合交通戦略の目標年次は、概ね５～10 年後の目標を定める。 
  ・ただし、場合によっては長期（例えば 20 年、30 年後など）にわたる取組みを示

すことが適当な場合もあり、必要に応じ、長期目標を設定する。 
  ・この評価指標は、今後のモニタリング、事後評価にも用いることを前提とする。 
   
（３）目標値の設定方針 

  ・目標値を定めるに当たっては、上位計画・関連計画を踏まえ、定期的に実施する

市民アンケート調査や交通実態データ、既存データを活用した交通量予測等の手

法により、一定の根拠があるものとする。 
 

 

第３章 交通施策ニーズ調査の実施・分析 
 
３－１ アンケート調査の企画・実施 
 

  （１）交通施策ニーズ調査の実施 
 

項 目 市民アンケート 中心市街地ヒアリング 隣接住民アンケート 
調査 
対象 

・町田市民：5,412 世帯 ・町田駅周辺の歩行者（歩
行者天国内ないし歩道上
で実施） 

・町田市以外に居住し、町
田市訪問が月１回以上の
方 

調査 
期間 

・2008 年 12 月 12 日 発送 
・2008 年 12 月 24 日 御礼

兼督促状発送 

・2008 年 12 月 20 日（土） 
 11：00～16：00 

・2008 年 12 月 19 日（金） 
～2008年12月21日（日） 

調査 
方法 

・郵送配布郵送回収 ・ヒアリング（直接聞き取
り） 

・ＷＥＢアンケート 

回収 
結果 

・1,625 世帯、2,957 票（回
収率 30％） 

・545 票 ・500 票 
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（２）交通施策ニーズ調査の分析（結果の総括） 
 
   １）町田市の将来交通の姿 

  ・将来の３つの姿（①暮らしの「安全・安心」を実現する交通、②「都市の

活力」の維持・向上を実現する交通、③「環境の保全」に配慮した交通）

は、どの姿についても市民は重要と考えている。しかし、現状に満足して

いる市民は少ない。 

   ２）町田市の交通対策の基本目標 
  ・交通対策の４つの基本目標（①だれもが「公共交通」を使って不便なく移

動できるまちにする、②だれもが「中心市街地」へ訪れやすく、回遊して

楽しめるようにする、③人やモノが早く、正確に、信頼性高く移動できる

まちにする、④交通による環境負荷や交通事故の少ないまちにする）は、

どの目標についても多くの市民が重要と考えている。しかし、現状に満足

している市民は少ない。 

    
３）町田市の交通対策の方向性 

    ① 全市的な施策の方向性 
  ・特に交通環境・道路混雑の解消や路線バスの利便性向上などについて非常に

重要と考えている市民が多いが不満も高い。 
  ・また、交通安全や環境負荷の少ない交通利用についても、重要と考えている

市民が多く不満が高い。 
 
    ② 中心市街地施策の方向性 

  ・中心市街地の来街者は、より楽しい滞在性（路上駐車対策や歩行者天国への

車両の流入対策など）について非常に重要と考えており、満足度も低い。 
 
３－２ ヒアリング調査の実施（意見概要） 

 
  ・交通課題、交通対策については自動車、バスに関する意見が多く、市民は自動車

交通やバス交通に強い関心があることがうかがわれる。 
  ・交通課題を内容別にみると、渋滞、道路の不足といった自動車交通に関する意見

が最も多く、次いで歩道や交通マナー、バスの便数に関する指摘が多くなってい

る。 
  ・交通対策を内容別にみると、道路整備が最も多いものの、次いでモノレール整備

を挙げており、市域を南北につなぐ幹線交通への要望が多いことがうかがわれる。 
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３－３ 市民意向、関係者意見、既存資料分析等を踏まえた交通課題の再整理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 全市的（公共交通）に関する交通課題の再整理 
 
 

回遊性（歩行者が特に多い区間）に関する課題

回遊性（その他区間）に関する課題

アクセス性に関する問題・課題

駐車施設の問題・課題
歩行者が多い道路にバス交通が集中
し、歩行者とバスの錯綜が発生
（歩行者の回遊性・安全性の悪化）

町田第１踏切、第２踏切
による歩行者動線の分断

南からのバスはターミナル止まり
により、バスの利便性が低い

200m

特定駐車場への自
動車・自転車の集中

自動車・バスの集中による渋滞
発生とバスの定時性の低下

踏切の横断による人と車
の交錯

送迎（キス＆ライド）車両の集中
（自動車の集中・駐車による

走行性の低下）

路上への自転車駐輪や
商品陳列・看板設置による歩行者

の回遊性・安全性の悪化

タクシーの客待ち車列
夜間は違法駐車により二重駐車

（路上駐車による走行空間の減少）

共同荷捌き施設はぽっぽ町田
のみであり、利用圏域も限定

歩行者天国内の車両の駐停車・走行
（物流・貨物車）による歩行者の

回遊性・安全性の悪化

納品車両の路上あふれ出し（貨物車交通の
集中による走行空間の減少、路上荷捌きに

よる走行空間の減少）

送迎（キス＆ライド）車両の集中（自動車
の集中・駐車による走行性の低下）

市役所の移転により、タクシー・観光
バスのたまり場所（調整エリア）の消滅

歩行者天国区間
主な渋滞ポイント・渋滞区間

 
 

図 中心市街地における交通課題の再整理 
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第４章 重点施策の選定 
 
４－１ 全市的な重点施策 
 

 （１）全市的施策における重要課題の抽出 
 

・全市的な問題・課題を踏まえ、対象となる交通モードと３つの基本目標の関係

から重点課題を整理した。 

⇒ 各交通手段の抱える問題・課題を解決するためには、「駅アクセス強化等路線

網の見直し」、「定時性・速達性の向上」、「バス利用環境整備」の３つの課題へ

対応することが必要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 全市的な交通課題の相関図 
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（２）全市的な重点施策の選定 
 

・既存の上位計画、全市的な政策目標（案）を踏まえ、全市的重点施策の選定を

行った。 

● 駅アクセス強化等路線網の見直し 
● 定時性・速達性の確保 
● 公共交通利用環境の整備 
の観点から総合的な施策展開を行っていくものとする。 

 

中期経営計画
（市民協働のまち、

環境先進都市、
子育て・保健福祉

のまち、
商業・文化芸術都市）

既存の上位計画

○町田市交通マスタープランの基本目標
　・だれもが公共交通を使って不便なく移動できるまちにする
　・人やモノが早く、正確に、信頼性高く移動できるまちにする
　・だれもが中心市街地へ訪れやすく、回遊して楽しめるようにする
　・交通による環境負荷や交通事故の少ないまちにする

○町田市交通マスタープランの基本目標
　・だれもが公共交通を使って不便なく移動できるまちにする
　・人やモノが早く、正確に、信頼性高く移動できるまちにする
　・だれもが中心市街地へ訪れやすく、回遊して楽しめるようにする
　・交通による環境負荷や交通事故の少ないまちにする

中心市街地に
訪れるだれもが

回遊して楽しめる
まちにする

（だれもが回遊して
楽しく過ごせる

歩行者空間の創出）

路線バスが利用
しやすく不便なく
快適に移動でき

るまちにする

（だれも路線バスで
移動しやすい

交通環境の創出）

＋
中心市街地の
政策目標（案）

都市計画
マスタープラン

（「生活」の舞台となる
都市、

「活力」を維持する
都市、

「環境文化」を育てる
都市）

＋

駅アクセス強化等路線網の見直し
　・輸送力増強・効率化
　（高密度区間への連節バス導入）
　・既存道路を活用した路線網の見直し

　・公共交通不便地区解消に向けた市民との
　　協働によるモビリティの確保　等

定時性・速達性の確保
　・バス幹線道路及び並行路線の整備・改良
　・バスレーン整備、ＰＴＰＳの導入　　　　　等

公共交通
利用環境
の整備

・バス停にお
ける駐輪場や
上屋の設置

・バス乗降処

理能力の超え
たバスターミ
ナルの改善
（乗り場
　　再配置等）

・バスロケー
ションシステ
ムの導入

・ノンステップ
バス等低床バ

スの導入促進

・環境にやさ
しいバスの導
入促進　　等

重点施策の選定（案）全市的
政策目標（案）

中心市街地における
重点施策

 
図 全市的な重点施策の選定（案） 
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４－１ 中心市街地の重点施策 
 
（１）中心市街地の重要課題の抽出 

 

•中心市街地の問題・課題を踏まえ、その因果関係から重点課題を整理した。 

⇒ より楽しく滞在できる中心市街地の観点では『歩行者の回遊性確保』が重要課題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 中心市街地の交通課題の相関図 
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（２）中心市街地の重点施策の選定 
 

・既存の上位計画、中心市街地の政策目標（案）を踏まえ、中心市街地における

重点施策の選定を行った。 

＜主要施策＞ 

● 歩行者中心の回遊性の高い快適な歩行空間確保 
● 貨物車が歩行者の回遊性を低下させることなく、効率的に集配送する仕組み

づくり 
＜関連施策＞ 
● 新庁舎までの歩行者動線の確保 
● 総合的な案内システムの導入 
の観点から総合的な施策展開を行っていくものとする。 

 

(2)中心市街地の重点施策の設定

中期経営計画
（町田に行ってみたい、
町田で楽しい時間を

過ごしたい空間）

中心市街地
活性化計画

(歩行者の回遊性が
高い空間)

既存の上位計画

○町田市交通マスタープランの基本目標
　・だれもが中心市街地へ訪れやすく、回遊して楽しめるようにする
　・だれもが公共交通を使って不便なく移動できるまちにする

○町田市交通マスタープランの基本目標
　・だれもが中心市街地へ訪れやすく、回遊して楽しめるようにする
　・だれもが公共交通を使って不便なく移動できるまちにする

＋

中心市街地に
訪れるだれもが

回遊して楽しめる
まちにする

（だれもが回遊して
楽しく過ごせる

歩行者空間の創出）

路線バスが利用
しやすく不便なく

快適に移動できる
まちにする

（だれもが路線バスで
移動しやすい

交通環境の創出）

＋

中心市街地の
政策目標（案）

都市計画
マスタープラン

（環境がよく、円滑に
アクセスできる空間）

＋

歩行者中心の回遊性の高い快適な
歩行空間の確保
　・違法駐車・駐輪対策、既存駐車場の
　 有効活用
　・路上への商品陳列、看板対策
　・ユニバーサルデザイン・バリアフリー化 等

貨物車が歩行者の回遊性を低下させ
ることなく、効率的に集配送する仕組
みづくり
　・共同荷捌き施設・既存駐車場の利活用
　・路上空間利用のルール化
　・共同荷捌き施設の新設　等

新庁舎まで
の歩行者
動線の確保
・町田駅から　　

　新庁舎との
　歩行者動線
　の確保

総合的な
案内システム
の導入
・中心市街地を
　より回遊しや　
　すい案内シス
　テムの導入　
　（サイン計画と
　　の連携）
・バス路線・運　
　行情報の提供

重点施策の選定（案）

全市的
政策目標（案）

全市的な
重点施策

 
図 中心市街地の重点施策の選定（案） 
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